
消防用人体ダミーの開発について

1.はじめに

人命fiJ功用エア7./ 卜や政助訓練用安全7 'j 卜

などの性能実験には.主に重l，l60-70kgf'，U交の円

柱型銅製又は砂ダミ ーが使用されてきた。 また.

政助訓練坪H引説人休とし ても 既製のマネキ ンや応

急的に作った 人形なとが使用されて いるのカ、現状

である。

7 'j 卜上に飛び降りた人体の受ける衝悠力の:liIj

定. 挙動の在!l.iJllj，ある いは故助訓練はど を実態的

に行うためには. よリ ヲJ際の人体に近い形状，m
I丘配分，機能.感触等を与1昔、し た人体ダミ←が必

要とな ってきた。

写真 1 人体ダミー
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そこで，今凶.備幣 ;:喜下実験刷のほか，救助

訓練にも 使用可能な人体タミーを開発 したので，

桃造.機能及び白113;'ん|、 衝現在実験の結果などにつ

いて概要を報告する 。

2.構造概要

試作した人体タミ ーは，写真 1に示すとおりで，
持活 (1)

各部の.illi71配分は.表 1に示す文献による身体各

古1¥の重hl配分比率に したかっ て可能なかき内1)近似

したものとした。

各音1¥の構造，寸法.材質寄与に ついては，図 1に

示す とおりで， JlI，j i本苦1¥，腕音1¥，制在1¥の身幹中'L、(こ

は人体骨格に相当するものと して，直径 4mmの銅

線を自己し.関節苦1¥には金属製自主E継手を用いて 各

表 1 体重の配分

Braun，Fisher 試作タミ ーの
身体部i:i 名

の配分比(%戸 配分比 (%J

~Jï音1\ およしぐ
6.0 7.06 

E買 苦1¥

身 幹 部 42.7 40.0 

上 脚 fill 7.2 8.0 

liiT sW 音1¥
6.24 5台。

および手音1¥

大 腿 部 23.1 25.0 

大 腿 部
14.1 16 

およひ 足音1¥
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自1;を相互に結合 した。身体再1¥を椛fiXする主姿材料

:.t ，ポリエ ステル樹脂を 力ラ ス繊維で補強 したF

RPで 人体重詰に近似させるため砂鉄を出合 し

硬化させたものであ るc また.身体表層血(ま.軟

n ;t~ リウレタン 7 ォ ムで 10~ 50mmの|士j厚と した。

日員音f¥. 厚長l耐. 手首.足首等に ついては、 衝燃に

よる変形.切打iを受けやすい郎位である ため，秋

'l'U瓦化 ビ ニ)~，又は合成 コム を 使用 し た 。 な お，

頑援はナイロ ン製のものを楼Ziした。

身体の外装については.美在11.，取扱I侍の行ifお|切

d を 考 慮し 司 I~J I♀ 3 mmの合成ゴムの表而に伸縮1"1ニ

の良い布地をI!占ったウエノトス ツを装着 させた。

図 1 試作人体ダミーの概略図(単位mm)

( 52 ) 

3.落下実験

人体ダミ-&ひ鋼拠ダ ミーを用い， 数助訓練用

安全マノ トの緩衝性に ついて備幣減i盛度 (G 重

力1JIlj必l変Eの18数)の測定を 1iい， 両者の比較を

千丁った。

(1) 実験方法

図 2及びL・tJ.:2に示す とおり，地 上に訓練用安

全マノ卜を t泣き ，<'γトグ)[1江上3m， 5 mの位置

に人件、タミ lえぴ鋼製タミ ーを吊し、<'/ト J-に

図 2 実験概略図

写真 2 銅製ダミーの落下実験

本下させたとき の減速度 (G )を測定し た。

人体ダ ミーの内部には骨盤部に xy' z 3軸用jJ日

iilll立討を取付け、また， 銅製 タミ ーの内剖iには 1

軸用力pjilil主計を取付けておき， i有下衝撃を受けた

場合め減速位 (G) を屯磁オンロクラフ で記録し

たコ

人体タミ の沼下方法は，身幹部 と大腿部.大



腿部と下l民高r;が直角に なるように件々のi共jfiiiを山

げた姿勢で.図 2にフl'すようにシートベルト て孫

下装置に吊 し，切り 離し装tztによって7γ ト上に

端下 させた e また，鋼製タミ ーにつL、て も|日jーの

落下高 さで笑地した。

主お，実験に使用し た救助訓練用安全7 .'/ 卜の

Jf~~* ， 、]"法寄与:は図 3の とおりである 。

(2) 実験結果

鋼製ダミ ーと人体ダミ ーによる減辿|主 (G グj

illij定結果の-fl'ljを図 4・巨15 図 6に示した G

r.Lj t'iの記録波形を比較し てみると. 銅製 タミ ー
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図 3 安全マットの概略図(単位mm)

では単純な波形となる が.人体ダミ ーでは7 ノト

lニ衝突 してから t'ii'Jl す るま でに似'ìiI~ 挙動をす る

ため司複雑な波形をぶした。 減iilil支 (G)の ピー

ク他は、 人体タミ ーの方ヵ、鋼製 タミ ーよリ大きく

たわれ. また. 減泌Jfl(G)のfJ.1'，:1時1M!は銅製 タ

ミーの }jカ、人体夕刊Eーより多〈表われる など‘ ダ

ミーのJf;~i\ .重弘配分等により， 応答カ、かなり 疑

るること ;'.)'? )かた 3

11"<'. 
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図 4 銅製ダミーの場合
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図 5 人体ダミーの計;Illj値 (H=3m)

拶(2)

}J日iilil変王寺1境に関する術然減速度 と負荷時1M]の安

全M:として17G -0.04紗， 10G-0.l秒であ 1)， 

1街幣i成1生Iliaと負イ'，;111寺1M]カロ話機lこ|対係し ており .本

笑験のよう 主落下条件であれば. 必下距離として

3m限度ヵ、人体の安全限界と考えられるo

4，総合的考察

人間工学の研究分針・においては，その使用目 的

に応 じて附々の情iii. 機能。ドiをLうた人体ダミー

が使用されているが.今回試竹 した 人休タミ ーは.

消防用 として新し い憐惣に必つtいて研究|出発した

ものであ る。

iii 1リ'nllll糾等で人体タミ ーを 使用する 場合には，

11'(j及い泌さ (使い勝手)の良い ことカ、大切であ り.

救助隊員が人体 タiーを背負勺て高所か ら附りる

訓練では‘隊nに対しあまり 巡回Eな荷量 条例にす

ると 失地不能な状態に らるなと'大状 を巧l抵し 、今

回の実験ではダ ミー全体ili1.1::を32kgとしたのて.

鋼製タミ ー と人体タミ の計測値は 対応 していな

( 53 ) 
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図6 人体ダミーの計測値 (H=5m) 

いが，今後さらに検討をする必要カ、あると考えて

( S4 ) 

いる。

~ I ;tl!l J+j人体タミ については，従米から 自動車

の研究分野で使用さ れているも のな どカ、あるが，

日所からの落下衝撃に耐えるダミーとしては既製

のものがなく，消防用救助資機材の性能実験用と

して特に IHI発する必要性があ った。

実験結柴のとおり，円住形の鋼製 ダミ ではl司IJ

休として五Ii動するため垂直方向の 1剥!の減速度

(G z) をil/ll定したが，衝撃による生体への彩轡

を調べるには 3軸方JIIJのi此i虫l立 (Gx，Gy， Gz) 

を百十社111する必要があり，解析も政維になる。

将来.人体ダミーは，ンミユレーンヨンの適正

化を計ることによって， 信頼性が高<. 性能の良

し、放助器材グ)研究開発に役立てることができ るも

のと~え ら れる。
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